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第1章総 説

当所は労拗省の直轄研究所の一つとして．産業災害の防止を目的として設立され，諸産業における設備

機械工具，作業棗腐製造工程，工法等の安全化のための基礎的ないしは応用的研究を行ない．安全行政

の推進と工場事業場における安全性の向上に資し， もって勤労者の福祉を増進することを使命としている。

このため，従来から産業災害の動向に注目し．安全行政の諸施策や技術革新に伴う災害に即応する研究を進

めてきた。昭和47年度労鋤安全衛生法の成立，施行によって．安全行政は法制上画期的な進展を見たが，

その裏付けとなる技術的資料は，質的屈的に未だ必ずしも充分ではなく，早急な研究が望まれている。当所

はこれらの要望に答えるため研究態勢を整備し，鋭意研究を推めるとともに，さらに進んで産業の巨大化や，

新技術．新物四の採用に伴う座大災害危険性を予測し，必要な対策を研究し，また人間工学的考慮のもとに．

職楊における危険性のシステム的な評価方法を研究する等の新らしい研究に努めている。

なお．当所では安全技術館を通じて，安全に関する専門知識の普及と研究成果に基づく専門的な技術相談

を行なっている。また．従来から行なってきた機械器具安全装四e＇ 保護具等の試験および検定は， Jレーチ

ン化したも0)から逐次関係機OOに委譲することにより，研究の充実を図っている。

(1) 組織の変遷

,-

昭和17年 1月30日 東京都港区芝田町に厚生省産業安全研究所として設立。

昭和18年 9月10日 産業安全参考館（昭和2fV.r:f-3月産業安全河物館と改称）を開設し．一般に公開。

昭和22年8月8l日 労鋤省の発足とともに，労働省産業安全研究所となる。

昭和36年 4月12日 大阪市森之宮東之町に大阪産業安全博物館を路設し，一般に公じ臥

昭和41年12月23日 東京都北多序郡清顧町に附属屋外実験場を設四。

昭和42年1月178 庁舎改築のため，附属屋外実験場の一部を仮庁舎として移転。

昭和4碑三5月 1日 2部 7課を廃止し 4部に再嗣成。

昭和46年 3月31日新庁舎蕗成。

昭和46年 4月23日 短織規定一部改正により産業安全栂物館を産業安全技術館と改称。

昭和46年10月1日 産業安全技術館開館。

(2) 歴代所長 ． 

氏 名 在磁期閻

代

代

代

代

代

初

2

3

4

5

武田晴函

中島誠

両梨湛

山口武雄

住谷自省

6 代 l上 月三郎

昭 17.1～昭 24.8 

昭 24.8～昭 27.3 

昭 ．27.4～昭 39.7 

昭 a9.7～昭 43.6 

昭 43,6～昭 45.5 

昭 45,5~ 
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(3) 組織

所長

（所長上月三郎）
し

声務課
（藤長斉藤発）

安全技術課
（課長臼井一寿）

大阪産業安全技術館
（館長勝田甫
大阪労働基準局安全課長兼任）

|＿機械研究部
（部長秋山英司）

lー一土木建築研究部
' （部長森宜制）

—化学研究部
（部長田口昇）

I ーー電気研究部
（部長寺沢正義）

研究組織要旨

1. 研究員を研究の基盤による学関の専門分野別に次の 4部に編成する。

0 機械研究部 〇土木建築研究部 〇化学研究部

各部に部長を骰く。部長は部長等研究員をもって当てる。

2． 研究は原則として，代表的な研究テーマ別に組織した研究グルーブにおいて遂行する。したがって，付

随的な研究および小さな研究は，これに最も適した上記研究グループにて実施する。

各研究グループに．グループリーダを図く。グループリーダは．原則として室長等研究員をもって当て

〇這気研究部

る。

部長は．所函の研究員の構成する研究グ）レープの研究を統轄管理する。

研究グ）レープが部の異なる研究員を以って構成されている場合には，研究の管迎は原則としてグループ

リーダの所属する部の部長が担当する。

“―
 

ヽ

1
 

／ 
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(4) 定員

内 訳
' ＇ 

研 究 職 行 政 職日 行政職口

所

＇ ， >， 
研 課 係 主 ． 

翡胃 誓冒定員 般
究 計

職
計 計. 

. - → .―̀ 
長 員 長 長 任 員 乙 乙

心ー' .-• 

指 1 1 

． 1 5 5 

2 14 14 1 1 

般
3 11 11 1 1 1 1 

43 4 

A 云 5 2 2 

6 1 5 6 

計
7 , " 

r 

8 1 1 

計 l 5 14 11 31 1 2 1 6 10 1 1 2 
56 

指

1 1 1 
＇ 

鷹， 2 1 1 
ll 

3 6 6 1 1 
' 

13 4 

｀ 
1 

1 1 

塁
5 

6 2 2 

計 7 1 1 
I , 9, 

I' 

8 

計 1 1 6 8 1 31 4 1 1 

計 1561 ~ 11 3 

(5) 土地および建物

名 称 所 在 地 1敷地面禎建物面禎
(mり (m2)I 

労働省
産業安全研究所

労働省
産業安全研究所
消穎実験場

東京都港区芝5-35-1

東京都滑瀕市梅園 1-4- 6

労働省
産業安全研究所 I大阪市東区森之宮東之町458
大阪産業安全技術館

6,235 I延13,84.8

45, 725 I延 6,145

(832) I延 8931敷地は大阪労働基準局所屈

| 
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(6) 歳出予算および歳入

1. 歳出予冥 （単位：千円）

区一 分

年度-~1 45 年 度 I 46年度 I47年度 I48年度 I49年度
-- --

人 件 L#1J. ↓ 65,663 74,133 86,864 96,249 117,293 

識 貝 旅 質 549 549 585 662 662 

試 験 研 究 費 16,299 17,569 19,049 22,461 25,223 

庁 毀 2、033 14,595 13,267 14,648 16,592 
， 

般
各 所 修 繕 1,488 1,536 1,661 1,552 1,635 

自 動 車 重 益 税

゜ ゜ ゜
15 

゜小 計 86,032 108,382 121,426 135,587 161,405 

会
国（移立機替予関冥原）子力．試験研究四 2,337 2,981 3,483 347 し

国立機関公害防止等試験研究毀

゜ ゜ ゜ ゜
7,600 

計
特別研究促進調整四．

゜
13,064 21,830 23,211 

I」、 計 2,337 16,045 25,313 23,558 7,600 

合 計 88,369 124,427 146,739 159,145 169,005 

誓保得
戦 貝 旅 股 I 671 741 741 995 961 

試 験 研 究 . 殴 4,960 5,360 5. 840 6,400 6,880 

庁 四 22,808 46,233 62,705 76,034 143,712 

塁
各 所 修 骰

゜ ゜
1,661 1,552 1,635 

計

•労一、 施 守μ又し 四 19,700 19,450 19,818 20,100 21,688 

＇ 
屯子計符機等借料

゜ ゜
B,421 '33, 684 34,344 

合 計 48,209 71,784 99.186 138,765 209,220 
． 

L. 

総 1計 f 136,578 196, 211 I 245. 925 297, 910 I 378,225 
＇ 

‘、’
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2. 歳入

（依頼試験）

--：:----9-45 年度 46 年度 l47 年度 48 年度

件

防爆磁気機械器具の防爆性能試験 6 

自動湿敷防止装骰の安全性能試験 2 

溶接棒ホルダの安全性能試験 1 

研ま盤のと石車の漁度試験 73 

． 
安全帽の安全性能試験 21 

安全靴の安全性能試験 13 

安全靴の先芯の強度試験

゜安全帯の安全性能試験
， 

鋼材の強度試験

゜鋼管足場用金具

゜その他の試験 67 

合 計 192 

歳 入 金 額 孟，

件

7 

ヽ

1゚ 

74 

33 

10 

2゚ 

゜
゜144 
271 

品円

件

29 

゜
8゚1 

27 

56 

゜
゜
゜
゜211 
404 

千円
1, 530 1 

（検定）

------区分 ーロI45 年度 I 46 ー一 度 l47 年度J
件

防爆軍気機械器具 A （旧小型） 315 

‘’ B （旧中型） 231 
I 

II C （旧大埋） 599 

’ D ヽ

゜・ •
、/ E l 

゜
‘’ F 

゜更新手数料 39 

成組田交付手数料 4 

再交付手数料 1 

変更手数料

゜合 計 1,189 

千円
歳入金額 l 19,873 1 

注） 手数料区分の変更を昭和47年 5月1日から行なった。

-6-

件
234 

133 

298 

゜
゜
3゚3 

55 

o I 

゜753 
千円
10, 985 1 

ヽ
件
58 

27 ． 
40 

8 

29 

8 

43 

7 

4 

7 

231 

千円
4,945 

件

゜
゜
3゚3 

29 

14 

4゚ 

゜
゜274 
354 

，孟円

48 年度

件
38 

14 

20 

17 

42 

11 

56 

゜
゜， 

゜198 
千円
5,509 



(7) 主要試験研究施設，設備状況（価格100万円以上にかかる分）

他設・設備の名称

［一般会計］

安全帯試験塔

クレーン シミュレータ

高速度カメラ

メモリスコープ'

制御動作解析装隠

システムアナライザ

アナライザ用データレコーダ

アイマークレコーダ（撮彩用照明装四付l
アナログ屯子計冥機

高圧酸素燃焼実験装股

脈波検出装閥

帯電分布測定装閻

高圧示差熱分析装慨

放這エネルギー測定装殴

赤外分光光度計

ヘリウム用高気圧下短絡実験装骰

放電波形解析装臨

誨圧発火エネルギ測定装翌

データレコーダ

メモリスコープ

流励帯屯盆試験装四

高圧熱天秤

高速度撮影装巴 ・

． ［特別会計］

30トン横型引張試験機

大型キセノンテスタ

ワイヤロープ衝撃試験機

ワイヤロープ疲労試験機

電子顕微鐙

高速写真解析装四

ガスクロマトグラフ

200トン圧縮試験機

岩石圧縮試験股

1トンジプ走行起重機

士止め支保エ実験施設

化学反応実験施設

半地下実験用ビット ・

実験ガス配給設備

ガス配合室

爆圧放散孔実験施設

胡アーチ支保エ実験施設

ヽ

!
 

施設・設備の名称

安全帯試験施設

高周波屯源装骰

自動歪測定装骰

自動記録式示差熱天秤

ビエゾ圧力測定装爵

マルチデータカメラ

シンクロスコープ'

粒度分布自動測定装慨

軍気火花点火頻度測定装置

渇滋共振型疲労試験機

万能型引張試験機

高速回転試験装芭

液体流動帯露実験施設

高所作業鍛測施設

大型密閉爆発実験施設

生体漏気現象無線電送装四

自動操作式爆発実験装骰

天井クレーン実験施設

全自動動的歪測定器

防爆実験揚重施設

メモリースコープ

静霜気帯這検出装協

// 測定装骰

高圧燃焼実験装置

落盤予知実験機器

建材試験機

球形高圧爆発限界実験装骰

X線応力測定装四

セーフギャップ実験装箇

遮断現象解析用演箕装置

可搬型データレコーダ

10トン横型引張試験機

多目的反力支持構造物

横型真空焼鈍炉

データレコーダ

液体誘屯率甜屯率測定装箇

粉じん爆発特性実験装置

屯子計箕機システム

走査型軍子顕微鋭

高速度カメラ

X線回折装廊

配管等爆発実験施設
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第2章研究業務

(1) 研究体系

産業災害は．機械施設，作業閃協，および作業者にOO

連する個 の々原因が，複雑に絡みあって発生する。．とく

に， 最近のように機械施設が巨大化し，複雑化してくる

と，災害の原因を解明し今後の災害を防止するために

は，広汎でしかも総合的な知識にもとづく科学的対策が

必要である。従って，当所における災害防止の研究も，

いきおい．災害現象の基本的解明から出発して，災害防

止技術の開発や， ．安全装区の試作研究などの応用面まで

の広い分野について行なう必要があり．このため，つぎ

に記した研究体系によって研究を推進することとしてい

る。

1. 災害現象に関する研究

a.災害現象の発生機構の研究

b.災害危険性の検出方法の研究

C. 災害危険性の評価に関する研究

2. 災害防止技術の開発に関する研究

a.危険源の完全隔雌方法の研究

b.危険性の消滅軽減方法の研究

C．．災害発生の予知方法の研究

d.異常現象の進股防止方法の研究

e.被害の拡大防止方法の研究

f.人体の防護方法の研究

g．災害防止技術の評価に関する研究

3. 災害防止技術の実用化に関する研究

a.研究成果の試作研究

b.災害防止施設の構造，性能，試験，選定，使用，

保全方法等の栖準化の研究

(2) 当面の主要研究課題
＜ 

頻発する爆発災害や大型機械災害などの新事／匿に対処

して，特殊機械設備の安全化，人間 ・機械システムの安

全性，および爆発危険性とその防止を重点課返として取

り上げ．関係分野の研究者の共同研究により．効果的な

研究を行ない得るよう研究計画を策定している。また，

従来から成果を挙げてきたその他の課姪や，今後進展を

予想される新しい問題についても・事態に即応して研究

を進めている。

当面取り上げた主要研究課題はつぎの通りである。

A.特殊機械および設術等の安全化

1． 金囮材料の破壊防止

a.屯子顕微鋭による市故破面の定屈化

b.溶接強度の評価

C. 大型部材の破壊特性

2. 迎搬機械の安全化

a, クレーン荷振れの制御方法

b,大型吊具の強度

3. 大型工事用仮没設備の安全化

a.支柱式溝造物の安定性の評価

b.墜落防止設備の安全化

C. 蕗下物防止設俳の安全化

d.組立断面柱の強皮

4. 裔速回転機械の安全化

a.研削砥石の安全性

5. 超高圧化学プラ ント装骰の安全化

a.圧力容器の応力肉食

B.人閻機械システムの安全性

1. 安全性の評価

a.産業災害の数屈モデル化

b.災害予測と危険性の評価

2． システム安全手法の事例的研究

a. トンネル建設工事の危険性の評価

3 人閥 ・機械システムにおける人間特性

.. a. ヒューマンエラーの定品化

c.安全性の人間工学的研究
1. 機械等の人間工学的安全化

a.保殺具の性能向上

b.危険作業用ロ ボットの開発と適用

c.装柱作業の人問工学的安全化

D.作業踪境の建築学的改善

1. 工場換気の適正化

a．熱源を有するエ楊建家内の熱気流

E.爆発危険性とその防止

1.. 粉じんの爆発危険性とその防止

a.粉じん雲の放四特性

b.粉じんの高温発火機構

C.粉じんの流動爆発

2. ガスの爆発危険性とその防止

a.扁温表面におけるガスの発火危険性

b.管路におけるガス爆発および爆品の阻止

3. 固休等の燃焼爆発危険性とその防止

a.固体の熱危険性と発火爆発機構

b.特殊深況下における固体の発火燃焼特性

4. 屯気設鉗による点火危険性とその防止

a.セーフギヤッカCOOする研究

b.高気圧硲境下における開閉火花の点火限界

C, 耐圧防爆プラスチック容器の脱発
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5. 紐泊気による点火危険性とその防止

a.可燃性液体の謹遥気幣屯による災書防止

F.,i駆翌危険性とその防止 • 

1. 田奴危険性とその防止

a.面翠危険性の解明

b.・』迎駐防止船の性能向上．

G.廃梁物の安全処理

1. 高圧空気または酸素中における廃棄物の燃焼処理

a.難燃物の燃焼特性並びに生成ガス

（3) 研究成果の概要

金属材料の破壊防止

低および中炭素鋼の疲れ破壊のフラクト

グラフィ

機械研究部 橘内良雄，田中正消

1．目的

疲れ破面の微視的形媒の待徴はストライエーションと

呼ばれるしま模様である。そこで疲れ破面に残されるス

トライエーションの数や閲隊の測定から，機滅や構造物

炉疲れ破暖を起した時の応力やさ裂の進行速度等を定砿

的に評価することが本報の目的である。

2. 材料および実験方法

実験に用いた材料は低炭素踏 (SB42) および中炭素

鋼 (S35C) で，材料の圧延方向が長手万向になるよう

にして中央切欠きを有する長方形試験片を作成し，疲れ

試険を実梅した。破面餞察は主に2段レプリカを用いマ

ッチングおよび立体観察を行なってストライエーション

間l箱の測定基準を定めた後，開隔の統計処理を行ない新

らしく迎入した有効応力拡大係数Keを用いて整理した。

3. 実験結果

低き裂伝ぱ域では粒界剖れと粒内割れが混在してい

る。粒界割れは応力振幅を変えても最大応力拡大係数

Kmax（あるいはKe) の一定値まで常に磁察される。

したがって粒界割れの位四から，き裂が結品組織に敏感

な領域 stageII aと鈍感な stageII b(J)述移点を知るこ

とが可能である。マ、ソチングおよび立体観察の結果，一

対の破面で全くマッチングしないもの，山と谷とが対応

するもの， 1山と山とが対応するものが践察された。写真

1はマッチングおよび立体践察結呆の一例を示す。スト

巨視的き裂伝ぱ速度， Smはストラィエーション間隔．

石ょ梱準届差， c.vは変動係欧 Nは測定個数である。
さらにヒストグラムを作成した結果， Ke>40ではスト

ライエーションはほぽ正規分布をしており． Keと間潟

の平均f直 Smは両対数目盛上で直線函係力瑚丹られた。

.
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写真 1 マッチングおよび立体観察

表 1 ストライエーション間隔の測定結果

ーロ :| dl/d・n l 扇□す [:. v | N 

S B42 

40. 81 163. 21 o. 0761 o. 20!1.I o. 1041 o. 5171 311 

43. 91 87. 91 0. 0821 0.14'91 0. 0441 0. 2931 276 

41. 71 83. 411 o. ossl o. 141.I o. 0411 o. 2891 233 
1 | I 

47. 51 189. 9:1 0.12~1 o. 2'14'1 0. 0961 0. 3951 354 
I 

50. OI 100. 01 0. 13111 0. 1'941 0. 0671 o. 3461 191 
,55. 2110, 31l °・ I46 0, 2911 0. 088 0. 303 128 
57. 4 229,．8,、0.］90| 0. 321 o. 103 0. 316 278 

.. 314IJ 0. 50.~I 0. 180I 0. 358I 194 
| | 

66. 8[ 267. 3'1 0. 345!1 0. 56~1 0.1611 0. 2831 278 
I I 46. 91 ,80. 8.1 0.1531 0. 18411 0. 0731 0. 3961 200 
1 1 | 70. 31 140.'511 0. 2101 0. 36111 0. 1371 0. 3781 137 

S35C 

38.6 

50.'8 

63.5 

73.8 

77.11 0. 0511 0.124! 0, 0671 0. 5401 305 

101. 71 0.1081 0. 1871 0. 0631 0. 3391 41G 

127. 01 0. 2141 ・O. 3211 0. 1021 0. 3191 307 

147. 51 0. 2811 0. 4171 0.1471 0. 3541 312 
---

運搬機械の安全化

クレーン走行時の荷振れの要因について

ライエーション閻隔の剥定結果は表1に示す。表中 Ke

は有効応力拡大係数， 44kには応力拡大係数， dl/dnは 1. I目 的

股械研究部袴塚禎三．前田 盟

クレーンにて物を吊り上げて迎搬する場合，一つの振

子が形成されるのでクレーンの走行・旋回・横行等に伴

つて荷が動揺する。それによつて荷が他物と衝突すれば

遣大事故を招くことになり，また目的位皿に到達しても

瓶に荷を降ろせない。この様に荷振れは能率上の悴害に
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なる許りでなく’女全J::もまた大きな船苫となる。ところ
-力；荷振れを抑制する運転は人間の本能的な動作と反する

ため習熟には長期の訓練を要する。ク レーン速度を自動

制御化し振れを少くする方法も考えられている力ら現状

では未だ述転者の技能i•こ頼っている。また， この技能を
数燿的に評価する方法がない。これらの問題については

クレーンの運動と荷振れとの関係を明らかにすることが

基盤になるので．先づ天井クレーンについてその解明を

試みた。

2. 方法および結果

実験は当所内設霞の天井クレーン（定格荷重5トン．

定格走行速度 lOOm/min,．、楊程12.5m.走行路 75m)

を使用して行った。走行方向について． クレーンの位囲
ヽ

|（エ）．クレーンの加速度（ii)'荷振れ角度（む），およびワ

イヤ ロープの長さは）を検出し，それぞれデークレコー

ダに記録した。

x
 

11,

• 

図『 振動系のモデル

また一方この実験の系について，図 1に示す様なモデ

ルを想定すると，振れ角 (()c)の状態はつぎの微分方程

式にて示される。

o,＝ -（訊＋る）／必ー虚 ．．．．．．fll 

但し .i :一定 le』：小
g ：重力加速度 C :係数

え：実測値を代入

突測組とコンビュータによる計茄結果の 1例を図2に

示す。 （但しJf=10、2m,c=O. oas-i) 
この図でも解るように．（1）式により解いた れ の値と

実測植もとは位相・振幅とも略々よく一致した。換言

すればクレーン加速度が与えられれば荷振れの状態は冥

出できる事が解った。なお，実測俯との差異が認められ

4
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0 20“° 
図 2 実測値と計算値の比較

るのは．風の彩密やシープの非線型抵抗等の要因による

“V“ 

ものではないかと推定している。

高速回転機械の安全化

応力勾配を考慮した平形砥石の

還心破壊速度の推定法

｀ 機械研究部 粂）II壮一

補強のない平形砥石の迪心破製強度は，砥石内周部に

発生する最大応力値とその点における応力勾配によって

支配されるという考え方により t ビトリファイド砥石に

ついてその応力勾配を満足する曲げ試験で求めた破壊強

さを用いて平形砥石の遠心破壊速度を推定し． 迎心破壊

実験による実測値との比較検討を行ない．砥粒： A,粒

皮； 60の試料について， 95％以上の精度で推定結果を得

f→ ~o 

すなわち，平形砥石の周方向応力の内周部における応

力勾配は

（碧）rー・ーーナ手(l)9手＋信(l)
また，曲げ試験の応力勾配は， Otmox=(1，max とす る
と， G8max/(h/2)となり． これらのOO係から曲げ試験片

の高さ hを求めると， l店 ：2aとなる。従って，高さ 9i

になる寸法の試験片で曲げ強さ咋を求め，砥石の周方

向応力の殷大値年，.x が．この叩に等しくなったとき

砥石が破版を起すとすれば

四＝｛o．4396x103 。B
声 2罰加叶 [m/min]

で．平形砥石の遠心破壊周速度が推定される。

ここに・ (J'(),oOmox:砥石に生ずる周方向応力およびそ

の最大値， r:単位体和重屈， g：直力の加速度9)I：ボ

アソン比 w: I回転角速度， a,b:砥石の内外半径． Utmax

：曲げ応力の最大値，咋：応力勾配を考虚した硝石の曲

げ強さ． Vs:砥石の遠心破壊周速度である。

実験結果は、図3に示す通りである。
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各模型最上層に水平変位を与え， これを開放すること

により自由振動させ，時間に対する変位を測定した。

3. 実験結果および考察

(1) 真ちゅうパイプの曲げ剛性はEI =2013kg-cm2塩

ビ製クランプの回転剛性は K。=400.,..,_,700kg•cm となっ

た。この材料を用いて組み上げた模型と実物構造物の間

に力学的相似関係が成りたつものとすれば，パネ定数比

1 （模): 9. 72（実）會 固有振動数比 1（れ灼： 0,145（実）．座

屈荷童比1(模）： 97,2（実）となる。

(2) 実験(2)の結果より，水平変位が今回実験の範囲内

ならば水平荷重一水平変位靱係を直線とみなしてさしつ

かえないものと思われる。因4にそのときの直線の傾さ

と模型構造物の庖数との関係を示す。

I (3) 実験固0)結果，各模型の 1次固有振動数は模型構

造物の屈数，スパン数に応じて図 5のようになり．実験

式 fo=CN-lで近似されることがわかった。

ひき続いて各模型の座屈実験を行なう予定である。

5UMO 6000 7D00 m、Im:h

国転試験による実測•1直 V!B

図 3 遼心破壊速度の推定値と実測値

大型工事用仮設設備の安全化

模型実験による仮設構造物の動特性

土木建築研究部森宜制．河尻義正

1. まえがき

支；住式仮設備構造物の安定性を評価する場合，動特性

を指栖とする評価技法を確立するのがこの研究の目的で

ある。そのためには半刷性接合部をもつ支柱式構造物の

動特性と座屈強度との関係を明らかにする必要がある

が，今回は模型実験により単管支柱構造物模型 ，（斜材の

無い場合）の動特性に関する実験を行なった。

2. 実験

摸型材料として外径5mm~ 内径 4111lllの哀ちゅうパイプ

と硬質塩ビを用い，縮尺 1/10の構造物摸型（阿数1~

4．スパン数l~4．計16楓図高ー16cm，布万向スパ

ン長ー18cm．腕木方向スパン長ー12cm) を作製し． これ

を用いて次の実験を行なった。なお変位測定には非接触

砲微小変｛立計，荷寵測定にはUゲージ製微小荷重計を用

しヽた。

(1) 模型材科の力学的特性を求める実験

哀ちゅうパイブの曲げ剛性および重鼠塩ピ製クラン

プの回転剛性およぴ璽拭を測定した。

{2) 模型構造物の水平加力実験

各模型最上図に見掛上の部材角にして最大約 1/1000 

の水平変位を交番に与え水平荷重を測定した。

(3) 模型構造物の自由振動実験

10 

Z沿定

l I I I I 
| • 1スパン

0 2 “ ... 3 h 

←△4 ii 

'- I | 

~-I 

゜
I ， こ

▼゚ 

＇，ニ

ヽ I I I I 
． 
0,9 l 2 3 4 5 10 15 20 

，，＜ネ定数K (kg/cm) 

図 4 バネ定数と層数

10 i 11 z .f[I 9=CNI -I 1 
緑
證 ● 1スパンC=51.9

02 ” 49.6 
15 4""I,¥ 、

t,,.319 49.0 

47.1 △4 11 

l !i 、- II
3 

＂̂-
ー
ー

3
.
 

_↓ 

20 30 40. 50 100 

1次固有振動数 ．fo (c/s) 

図 '5 1次固有振動数と層数
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システム安全手法の事例的研究

トンネルエ挙の労働災害の分析

土木建築研究部 前 郁夫，花安緊郎

鈴木芳芙

1． まえがき

母年多発する労慟災害の中で，特に発生頻度の涵い建

設菜労拗災害防止のため，安全施工管理をより科学的，

実証的に確立する目的で．今回建設業労幽災害の中でも

危険災害が多いと言われるトンネル工事労鋤災害の実情

を知るために，過去20年間に亘って発生した トンネルエ

事労働災害の実数の推移を謁べ，災害発生状況の変化の

動向に就いて若干の考察を行なった。

2 トンネル工事災害の動向

全産業の中で，建設業労働災害の割合は死低，死亡災

害とも非常に砥い。（各々30%,40%)また図6に示すと

おり，発生した災害の死亡災害が含まれる割合（致死率）

は，高い万から トンネル工事，建設菜全産業の順であ
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る。更に，労励災害発生状況を示す殷数率，強J文率を調

べてみると， I耐蒻農ともに致死率と同様，大さい方から

トンネルエ半，紐設業，全産業の順である。そこで＇ ト

ンネル工事労働災害を代表的災害原因別分類を行なって

みると，図7の通りである。図より死低災害では，飛来

崩媒取扱迎搬，爆発の災害がほば一定しており，曲カ

述搬災宙が増加していることがわかる。また死亡災害

は，飛来崩壊災害が減少し，代って動力迎搬による災害

が増加しており，他の災苫は大体一定して発生している

ことが言える。飛来崩壊災害の改善の理由として，昭和

35年頃からのアーチ支保エの採用による蕗盤災宙の減少

が彩極していると思われ，また動力迎殺災害の悪質化は，

工事位の増大，規棟の拡大．労働力不足等による機械化

施工の大型化，スビード化，複雑化等によるものと思わ

れる。以上が トンネル工事災害の大まかな動向である

が，最近の工事における災害の実態調査として， 山腸新

幹線トンネル工事死偽病報告四による細かな分析を現在

行なっており，上記の事と合せて，実限を明らかにした

いと考えている。
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図 6 災害数死率
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移動式足場および布板ー側足場の安全性

土木建築研究部森宜制．小川勝教

1. 移動式足場の安定性

移動式足場に関する労拗災宙の大半は．転倒災害によ

るものである。移動式足場の転倒は移動中の場合と，静

止中の大合な偏心荷重による楊合の2通りが考えられ

る。これらは．いずれも移動式足場の安定性に関する閻

題である。よって 1府っより 6府までの移動式足楊につ

いて転倒実験を行ない移動式足坦の安定性を保持する条

件として次の結油を得た。

a.脚綸の下端から作業床までの面さH （単位m)と ・ 

移動式足肋の外かくを形成する脚輪の主軸閻屈L （単位

m) とは，次の式を満足すればよい。

H ~ '7.7L-5.0 

b.移動式足場は，次の荷重が同時に作用する状態に

おいて． 6度の転倒余裕角度を有すればよい。

ィ．移動式足場の自瓜

ロ．作業床の中心から作業床の辺長の 1/4の値だけ偏

心した位四に作用する秘載荷重

C, 外側空間を昇降路とする構造の移動式足褐にあっ

ては，次の荷童が同時に作用する状態において， 6度の

転側余裕角度を有すればよい。

4 移動式足楊の自重

ロ．わく組構造部の外側方50cmで，かつ．昇降路の上

端の位四に作用する70kgの鉛直荷重。

d.和戯荷重W （単位速）は，作業床の床面村lA（単
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位mりに対し會次式により得られた1直とする。

A~ 2のとき W=250 

A > 2のとき W=50+11()0A 
2. 布板ー側足場の安全性について

布板ー側足楊は建地．布地．支持金具．万杖金具等に

より構成された一種の万杖ラーメン聖式の一側足場であ

る。従来の一側足場に比較し布地材が布板償醗足現板）

であり，足湯上での作業が安全である。

一方，その構造的な点については検討されてない。よ

って，単部材の試験および5阿3スパンで壁つなぎI閻閑

上下万向3.6mの場合の実大実験を行ない．次のような

結果を得た。

a.布板の中央1点載荷による破抜荷直の平均餡は

'237kgであった。

b.支持金具は900lkgで滑りが生じた。

C •実大実験による建地 1本当りの座屈荷団は 867kg

であった。

以上の実験結果より布板ー側足楊の足坦としての安全

条件として次の結論を得た。

a，足湯の高さは原則として 9m以下とする。

b.鯉地閻癌と「何間隔は1、.8m以下とする。

C. 1スパン当りの和載荷近は15載gとする。

d.堅つなぎ閾屈は上下方向3.,6m．水平方向4m以下。

e.建地1本当りの積戟荷韮は30諌g以下とする。

h.方杖金具は支持金具より30cm以上雌す。

g．堅つなぎの強度は，圧縮，引張に対して350kg以上。

防熱面の防熱効果について

土木建築研究部 木下鉤一

1. 研究の概要

炉体あるいは高温度熔解物など．袖烈な翻射熱を放射

する物体の直剖で作菜するとさ使用される防熱面の防熱

効果について閾べた。供試体は， 1）駐さ0.515mmのア）レ i

ニューム板， 2),1)と詞じ材料 ・板厚であるが，表面に

0,5ll¥Ill¢，ピッチ0.96mmの穴をあけた板， 3)，金網障緑

色塗装L4)アク リル樹脂板の4種類とした。実験の方
法は8ケの赤外線ランプを用いて輻射熱源 qs（約1000

kcal/mりとし． 約1.2mはなれた位関に防熱面を立て．

さらにその後方に醐射計を設四した。翻射遮断率Sは約

射計に入射する輻射熱紐 q(kcal/m2} とする と S=l-

(m+q/qs)でi平価するものとした。また防熱の材料を上

記以外のものも懸定し，理誨的に防熱性能を比較した。

この場合．防熱面のレンズの部分も他の部分と同一材料

と仮定する。また防熱而を半径rの円筒面とみなして防

然面の任意の位四ダ・e((Jは中心点での水平開角，断面図
参照）における微小面柏 rOMO,(hは面の低さ）につい

て．単位時間当りの熱収支を考えると防熱面の温度 tに

ついての微分万程式が得られる。

畠—k1豆―t •t-知＋如cos0(1-m) =O …•••(2) 

ただし K,，K2,K3• 191は係数である。さらに， この温

度によ って防熱面の曲率中心点0点における微小面栢に

入射する輻射熱位は輻射伝熱の基礎式から次の式が得ら

れる。 ただし． T=273+t.T。=273+to,toは微小面の湿

度であり． 02は防熱而上の微小面の中心点と曲率の中心

0点を結ぶ線が水平線となす角度である。

． q-年f:”[（蓋）~]• J:,cos202 cosfJ dO d舵・・(3)
以上の二式より防熱面の上昇温度，輻射遮断率Sを求

めた。

2. 結果

実験の結果防熱面の表面i温度，送過創射熱位は区l8

に示すような結果となった。

」加：｝j図
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2 ．左半分は表面温度の分布， •X[|．1は熱池対取付位i五

3.材料はア）レミ板で有孔板

図 8 防熱面の表面温度と透過饂射熱歪

紐画の中心点の上昇温度および糀射遮断率Sの値を

供試体について比較すると表2のとおりとなった。

表 2 上昇混度と饂射連断率

口輻射遮断率 S

実験値 11 託切但 1実験値I計坑値

材

無孔ア）レa板 15. 7℃ 15.2℃ 0.995 0.988 

有孔ア）レミ板 13. 7 13.0 0.800 • 0. 776 

金 網 34. 3 0.520 

アクリ）レ板 22.0 0.300 

防熱面の材料として輻射率の小さいもので製作された

ものが望ましく，その点アル；ニューム板は軽位である
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うえ輻射率が小さい材料であるので最も好ましいもので

ある。

機械等の人間工学的安全化

柱上作業時の身体のつりあい限界

霞気研究部 1山野英記．田畠泰幸

寺沢正義

柱上配tU作業における災害の直接原因の 1つは作業者

が身体のつりあいを失うことであると考えられる。本研

究は柱上作業の蕊狐特に仮足場の改善を目的とし，仮

足楊，胴饂及び作業者からなる系において身体のつり

あいが耐えられる外力の限界（耐忍外力），及びそれに対

する要因の膨指を調べた。

z 

y (formrd) 

， 
x (Irightwar•(l) 

図 9 身体のモデル

下肢を開さ体幹を鉛直にして立った身体に，図9のよ

うに座椋軸を定め，直力 ，G,胴組の張力 T,外ブJFが

作用しているとする。このとさ適当な仮定を齢くと，酎

忍夕中力 Ftを解析的に求めるととができる。胴糊が誰い

とき凡は各成分に分けて次式で与えられる。

和＝士令G. F,1＝分G，名G
凡を横軸，凡を縦軸とする平面で，凡＝Fx/,Fy＝凡、

の直線に囲まれる長方形の領域は耐忍外カベクトルの集

合である。 F、キ0の堀合も含む酎忍外力の集合は．頂

点が F、軸上の科さ G の点にあ~. ささの長方形の各

辺を通る面をもつ四角錐となる。胴網がある とき凡の

胴桐と反対方向の成分は非常に大きい値になる。また璽

心が移動した場合も容易に求められる。

配這エ10人に関して、酎忍夕位］実測結果の例を図いに

↓
□/卵

ヽ

271O. 

図 10 耐忍外力とその方向との関係

示す。蔽線の理論値 F／に対し静的力凡は少し大きい

傾向があるが，これは祖心の移動による。 225゚ の凡は

筋力の限界と考えられる。 Fiはインパ）レスカである。

前記の理論値は目安として使用可能と思われるから．

種々の条件における耐忍外力を求めることができる。耐

忍外力増加のためには両足を広げ胴綱は前方につけるの

がよい。

粉じんの爆発危険性とその防止 、

有機粉じんの燥発強度と酸素濃度の関係・

化学研究部 内藤道夫

1． 研究目的

プラスチック．木材，穀物，飼料，化学薬品などの有

機物を密閉加誤で粉体として取扱う工程または粉体の発

生する工程では．空気中に一定条件で粉じんが分散して

いると粉じん爆発をおこす危険性がある。これを防止す

るためには空気中の酸素談度を苓にするのが理想である

が，経済的に困難な場合が多い。また煤圧放散孔による

内部爆圧を経減する方法もあるが，爆発強度の大きい粉

じんについては設計が困難である。そこで空気中の酸素

辺度をある程度減らした場合，爆発強度が小さくなれば，

実用上爆圧放散孔を併用してかなり有利に安全対策をと

れるものと判断して，酸素猿度と爆発強度の剥係を求め

たものである。

2. 実験方法

対象粉じんとしては木粉（主として米ヅカ）およびプ

ラスチック粉およびその混合粉をえらび，粒度．漑度，

水分，涼胆物（モノマー等）の影屡と爆発圧力，圧力上昇

速度と酸素裂度（希釈剤として窒素を使用）の謁係を新

たに製作した粉じん爆発特性実験装四により測定した。
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3. 実験結果

爆発圧力は浪度が大きくなると高くなり， lg/£で最

高に達する。酸素荻度が12,6形まで減少するとほとんど

爆発しなくなる。ただ14.7％付近まではあまり小さくな

らない。一方圧力上昇速度は酸素濃度の低下とともに急

速に小さくなり， 14.7％付近では最大圧力に達する時間

が10倍以上も長くなり，非常にゆるやかな燦発となる

（図11)。粒度が最大の能態を与え，小さいものほど燦発

強度が大きい。木粉と比紋してプラスチック粉の方がや

や爆発強度が大答い。この結果酸素談度の希釈と煤圧放

散設拙の併用は実用的ではないかと考えられる。
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実験方法

発火温度の測定法は従来行なってきた方法と同じであ

る。すなわち，電気炉中で一定混度に加熱した200m&の

硬質ガラス製三角フラスコ中に一定位の試料を注入し．

発火の有無を観察して、発火する褐合には，発火おくれ

時間を計測する。まず，注入する試料位と発火の有無の

限界温度の関係を求め，そのうちのもっとも低い温度を

最低発火温度と定める。つぎにこの最低温度を与える

試料箪で，最低温疫から発火おくれ時間 1secになる温

度までの固の温度とおくれ時間の関係を求める。

3. 実験結果および考察

ギ酸からステアリン酸に至る15種の脂肪酸の発火温度

を測定し，最低発火温度および温度とおくれ時間のOO係

を求めた。

つぎに，分子構造と発火温度のOO係をしらべるため

に，さきに70柾のエステJレ類にた方法，すなわら脂肪酸

(RCOOH)のアルキル基の構造に平掏炭素鎖長を適用し

蒻．，916.、8 14. 7 

索 ift)叉 (?o)
¢ 

酸索濃度と爆発圧力と圧力上昇速度p関係

ガス蒸気の爆発危険性とその防止

脂肪酪の発火温度と分子構造の関係

化学研究部 柳生昭三
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1． 研究目的
物質の分子構造と発火混度の間に定品的関係が求めら

れれば，未知発火温度の推定に有力な手段となるので，

ささの鎖式ア）レコール類，エステル類についで，今回は

脂肪酸について検討した。
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て分子栂造を表現し，これと発火湿度の即係を求めた。

ただし，エステル{(RCOOR'）では分子中に RとR‘ の

2個のアルキル基をもつので，それらの平均炭素鎖長の

値の大さい方を「指数」と呼んで， これで分子溝造を表

現することにし，以下脂肪酸にもこれを適用する。

図12および図13にエステルと酸の分子構造と発火温度

の関係を示した。この結果．エステルと酸の発火温度は

同一の分類に屈し，しかも後者は前者の1ケースとして

扱えることが確認で¥た。

火炎防止器の効果

多層金網による蝶轟の阻止

化学研究部林年宏

1. 目的

燥轟波の伝播阻止は配営等の内部の爆発性ガスの発火

にもとづく災害を防止するための団要な技術である。こ

の研究では金網を用いた爆嘉抑止甜の韮礎データをえる

ため， 1 インチ管中において初圧 lk:g/cm~(G)までの水

素一空気当凪配合物について実験した。

2。 実験方法

供試金紺J;;tBendix社役で，メッシュの金網を 5重に

焼結してあり，成型品 1枚の厚さは L7mm, フィッレター

としての炉過経は ll.50μである。この金網に，孔経 Dum

孔数Nの種々の多孔板を韮ねて補強し爆濶管中にとり

つける。混合ガスの初圧をかえて爆凪を生ぜしめ，火炎

が金網を通過（引火）するか否かとみる。ある初圧で辿

続 3回引火しないとさはこれを非引火初圧 (L.S.P)

とし，金網の硝炎能力を比較する基準とした。すなわら

L. s."pの高しヽほど消炎しやすいことを示す。

3. 実験結果

おもな実険結果は次のとおりである。

11) 爆屈が阻止されるか否かは混合ガスの初圧によっ

てきまり，切J王の翡いはど引火しにくい。また，金網の

枚数の多いはど引火しやすい。

l2) 補強用多孔板の開口面禎が消炎に閃｛系する。 D=
../ND。で計謀される Dの小さいはど梢炎しやすいが，
2000 
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両者の関係は金網の枚数によって異なり，枚数が増すと

Dの影組は減ずろ。燥孤波に対して金網より前に多孔板

をおいた方がL.S.Pは高くなる。

(3) 翁網と多孔板を重ねたものによる圧力損失を測定

し，これと消炎能力の関係をしらぺたところ．大まかに

みて流足抵抗の大きいはうが消炎能力にまさることがわ

かった。この関係を図14に示す。

＇（4) 燦轟の阻止は結局のところ，爆轟波が金網に入射

して中断され， このあと金栂中で消炎されるという過程

をとって起ると考えられ．袖強用の多孔板の孔の経，

数，柾四なども消炎にOO係する。

高気圧環境下における可燃物の燃焼性

商圧支燃性ガス中における潤滑油の発火温

度

化学研究部駒宮功額，森崎繁
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1． 実験目的

可燃物の燃焼危険性を示す数1直の一つに発火温度があ

り，特に発火のおこる最低温皮を最小自然発火温度とよ

ぴ，火災煤発予防上重要な致組として知られている。

この測定には一定温度に保った容器や平板に可燃物を

接触発火させる定泄法と，可燃物を四いた容器や平板を

一定昇湿速度で加熱して発火させる昇温法が一般に利用

されている。

この発火湿度は大気圧空気におけるデータについて

は数多く報告されているが，裔圧下での測定は技術的に

容易でないため，あまり報告されていない。近年蒻圧の

酸索，空気の利用が公害防止などのため盛んになるとと

もに．圧縮機澗滑油による火災．爆発事故が増してき

た。このような印故の防止のため店圧下における梱泊油

の発火温度や燃焼性についての知識が求められるように

なつてさた。そこで雑年度に報告したミクロ型高圧示差

熱分析装阻を用い．翡圧下の発火温度を測定した。

2. 実験装饂と方法

装的は前年度に報告したので省略する。試料は市販の

圧縮機用訓滑油，作動油． タービン油など6釉を用い

た。操作はア）レミ製試料セルに油を入れ．所定圧

力に加圧後一定屏濡速度で加熱し．試料湿度が急

lOQI,1 1, i 
5 110 

- -- 11 1 9「11 1 1.  l i, ¥ I l. | 
150 100 500J 1000 

ilJ凶i:10C /rniinのとさの圧力1)泳下InmAqク

図 l4 流量抵抗と消炎能力（非引火初圧｝の関係

- ll.6-

激に上昇した点を発匝火度とした。

3. 結果
発火濫度に彩熊する因子として試料凪． 昇混速

度などについて予漏実験を行ない，この結果昇温

速度20℃／分，試料鉗約10"引空気），数叩（酸素）

を栢準として圧力等の彩態を調べた。

その一例を図151こ示したが．他の試料もほぼ同

じような領向を示した。なお．これら試料は定温

法でも発火温度を測定ずみのもので．今回の昇温
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図 15 圧縮空気用潤滑油の発火温度と圧力の間係

法との値を比較したがほぼ同じ傾向であった。この他燃

焼性を知るため前年度に試作した高王（発火）燃焼エネ

ルギー測定装薗により，試料の燃焼熱を祁の単位で測定

することにも成功した。以上の実験から尚圧下における

潤滑油の燃焼性の一部を明らかにすることができた。

電気設備による点火危険性とその防止

高気圧環境下の絶緑電線の発火危険性

(Heガスの楊合）

霞気研究部 ・田中隆＝，菅原宣義

し まえがき

Heを主として使用する高気圧焚爵下（例：海底作業

晶地）の屯気設備の発火危険性を検討するため，その一

因としてかかる環悦下の絶緑追線に過屯流を流し，許容

iE流および絶縁被覆劣化殴小露流餡を求めた。
2- ＇実瞼方法

横四円筒状の耐庄容器の中に絶緑＇屯線（長さ約 1m) 

を水平に張り， これに外部から過迅流を通じて劣化の状

況を検討した。

絶縁軍線は 3稲で，大気圧空気中で難燃性といわれて

いるFEP, PTFEおよびポリイミドの各絶縁被毅を

有するもので，心線径0.18mm, 19本より，被図厚さ0.25

mIllである。これらの絶縁被覆の融点はそれぞれ260℃,

327℃および260℃である。

絶縁＇迅線を張った耐圧容器内に漑度 100％の` Heを送

・入し．その気圧を aokg/m研までの値で変化させ．裔気

圧Heガス中における許容屯流を決定するとともに絶縁

披覆の劣化を生ずる湿度に心線が到達する最小電流を測

定した。

絶縁被毅表面の温度を熱屯対で測定し， これから心線

表面温度 (T,) を計算によって求め， この値が被翌の連

続使用凪高温度になる屯流値を許容国流とした。また．

匹の値が絶縁被疫の融点に逹する＇品流値をもつて被毅劣

化最小田流とした。

3. 実験結果

図16および図17に結果を示す。被毅劣化最小屯流を30

分間通這すると， FEPとポリイミドにボイドの発生が
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図 16 絶緑需線の許容霞流値と気圧の関係
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静電気による点火危険性とその防止

絶緑物（固体）からの静電気放電と点火険危

性（背面接地板の影碧）

鼈気研究部 田畠泰幸

1 緒言

梢露気放歯が可燃性ガス等の可燃性ガス等の若火源に

なることから，放沿特性については多くの研究が試みら

れる。たとえば，当所においても誘霜体フィルムの放電

特性について実験したところ，放砥特性が極性帯這逗

荷密度放屯屯極の形状等に依存し，君火源となる放電

がストリーマであるととを解明した。しかし．放這特性

は静屯界分布に依存するところが大きく，ここ屯物体の

背面に接地した金屈板（以下単に背面接地板と記す）を

は含．そのときの放屯特性について調べてみた。以下．

この実験結果について報告する。

2. 実験方法と実験結果

イオン注加法によって帯屯したプラスチックフィルム

に，接地した直径mm6の金囮球を接近させ，そのときの

放漏特性を観測した。その結果背面接地板がないとコ

ロナ放宙，ストリーマ放電が起る。しかし．背面接地板

があると接地金属球がフィルムに接敏する直前まで放屯

が発生せず，放＇厖が発生すると火花放屯，沿面放屯とな

ろことが判明した。これより， さらに定砿的な実験を行

なうためモデル実験を試みた。モデル実験は直径60mmの

金属円板に静這気を帯砥させ．放雷距離と放屯屯荷砿を

-17-



測定した。その結果背面接地板がないと接地金屈球を 計に基づいて実際にしゃ断器を試作し．兎を用いた生体

接近させる過程でパ）レス的に先の放氾が発生し，放電氾 実験と， これを実際の現地に取り付けたモニタを実施し

荷品が約10-8Cであった。これに対して，背面接地板が

あると放応距離約2mlllで約10-6cの屯荷が放屯し， これ

は金J函円板に帯軍ししていたほぼ全厖荷鼠に担当した。

すなわら，背面接地板があると一度にはぽ全氾荷母が火

花放屯の形態で発生しになお， 沿火実験も試みたとと

ろ背面接地板がないと抒火しないが，これがあると珀火

した。

3，結言

背面接地板があると火花放'1¥i:,沿面放屯セ起し，沼火

源となる確率も社いことが判明した。 これは背面接地板

が静屯界を自らの方向へ閉じ込め，放屯空間に静辺界を

発散させないからである。したがっ℃従来は帯困物体

の電位を下げる目的で背面接地板を用いることがあった

が，これは以上の実験結果からも明らかなようiこ．むし

ろ若火稼となり易い放冗が起り危険である。 まに 以上

の結果から推察すると， 箭氾気発生源において も同様な

放園が起ると予想され，災害防止のためには静電気発生

源に接地体を接近させないこ とである。

電撃危険性とその防止

積分形感霞防止用漏霞しゃ断器の開発

電気研究部 田畠泰幸，山野英記

寺沢正義

‘ 

CURR'-Ni N"「t「{:r

”ART卜：ー~f;収AGE

".!R以iiT3Rr：ぷ¢

写真 2 試作した漏電しゃ断器の外観

1. 緒言

低圧田気回路の感屯巾故を防止する目的から感出防止

用潟屯しや断斜（以下単にしや断器と記す）が開発され

た。しかし， このしゃ断菩は屯気回路から｝届洩した氾流

によって動作する寛流動作形と呼ばれる方式であり．と

の方式は生体に霞流が洞えいした場合の屯撃危険性から

検討すると必ずしも満足なものではない。したがって、

当所においては生体に洞氾した屯流でなく．霞流の時間

籾分値によって動作する和分方式のしゃ断器を捉察し

た。 本研究はこのを分方式のしゃ摺涸（以下単に本しゃ

断器と記す）を設計， 試作した開発研究である。

2. しゃ断器の設計，韮作

本しゃ断器は心室細動を防止する目的から屯撃経験に

関する Dalziel,Koeppen,山野らの研究データを基礎

にして設計した。具体的には生体に流れた謡洩氾流を

I、としたとき．I。［lI,l2 ditなる漏洩露流闊翻機能，お
よび和分値が困館危険相当憧に達する と回路をしゃ断す

るしゃ断機能， また漏洩虞流が6mA以下になると稜分

値を零にもどすリセット機能の以上の3つの機能を有じ

たしゃ断器を設計した。

一方．本しゃ断器の性能を評価するために 以上の設

- 18 -
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写真 3 内蔵している制御部



た。

その結果本しゃ断沿は各桶試験に対しても良好な結

果が得られ，心室細動を防止する感m保護装飢としても
充分な機能を有していることが確認された。写↓l2およ

び3に本しゃ断器の外観および宙子回路で実現した栢分

機能等の制御部を示す。

3. むすび

心室細動による感国死を防止する目的の租分形しゃ断

番を開発した。これは動作領域が6mA以上から532mA

までの広滴囲なしゃ断器であり，従来の這流動作形しゃ

断器では防止できなかった感は死も防止することができ

る。しかし．感屯災吾は心窒細動のみを防止することで

はないため，今後はさらに広い意味での感冦災害を防止

するしゃ断裕を開発する計両である。

(4) 刊 1ノ•丁一 物

名 称 整理番号 題 目 著 ギ臼 名

， 

彗研，安報全告研究所 RR-22ー1 水素はー空あ気い結屁合合ガスの火炎逸走待性ーめ に対すろセーフ ・ギャップの推定一
年宏林

鴎見平三郎

RR-22-：2 ーいくつかの化 ・ 轟波について
管路の拡大に炭よる気水管体素路爆酸轟3波次素爆の冗中断 （第2報）

を 的に拡大した培合一
松井英憲

RR-22-3 ー人制工御指要の素試作と研し究ての＇（第漏気l報流体）の特性一 杉近藤太：：：
本旭•

技産術業安衰料全研究所 1 TN-73-1 防熱面の翻射熱遮断効果について I木下鉤一

技産術業安指針全研究所 1 仮仮設波機槻材材にOOすろ構性造能基郎駿基TR-73-l に関する 試 準

(5) 学会誌，学術雑誌掲載

紅 目 l 千＂いじ 名 発表年月 執 筆 者

安全ネットについての研究 安 全 工 ナ＇ゞ 47. 10 小川勝教
ヽ

d 

,I'i1呵気の測定法
！ 

安 全 工 学 47. 10 田畠泰幸

石油類の静屯気災害防止対策 石油学会誌 48. 4 I田兒泰幸

石油プラントにおける使用計器の防忍設計について 計 測 技 術 48. 4 田中隆二

i9n uenc!hing Distance for a Combustible Solid Fire and 48. 4 駒宮功額the Oxygen-Enriched Atmosphe,re Flammabilty 

管路の拡大によ合る炭化水素爆酸素
一混ガスの どう波の中断一

安 全 工 坐す 48. 10 松井英索
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発 表 会 名 発 表 者

Striatfon間隔の統計的検討

非邁氾性ホースの静電気格露現象

加圧ガス中における固体可燃物の着火限界
一本質安全防爆の諸問題一

フルイドマッパーによる水中溶接作業時の軍撃危
険性に関する考察

柱上作業における人体の安定限界

柱上作業時の身体のつりあい限界と許容荷重

非導a性ホースの接地方法と帯屯危険について

酸素中における塩化ジフェニールの燃焼性

発火温度についての研究

帯国プラスチックと接地金属球との放屯持性

脂肪酸の発火温度

抵気圧屎税下における燃焼危険性

Striation問隔の統計的検討および機械部品の破
壊例l

大谷石微因音の発生特性について

トンネル工事における労鋤災古の分析

岩盤艇係総括報告

本質安全防爆の硯状と動詢

燦発温度の一近似計勾

高圧支燃性ガス中における潤雨油の発大温度

高圧支燃性ガス中における1団体の消炎距雑

水素炎検出播によるポリエチレンの燃焼ガス分析

窒索稀釈による爆発臨界酸素の推雰

心室細勁流に対する屯撃印加部位の膨鞄

静磁気放屯特性におよばす背面接地板の彩密

加圧ガス中における可燃性固体の火花羞火
~He-02 混合ガス中の場合一

加圧ヘリウムガス中における絶緑泣線の過屯流に
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付録

研究所案内

産業安全研究所 （産業安全会館）

東京都港区芝5丁目35番 1号
軍話東京 (03)453-8441~4 
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． 国追15号線
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森永乳業(tt)
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Iり手線、原浜東北線

-- 至品）II
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l r 至東京—―-

山手線田町駅から 徒歩5分

都営都下鉄1号線および6号線三田駅から 徒歩1分

事務棟 実験棟

1 階 I産業安全技術館 1 室強霞第1実験室 ・機械構造実験室・エ作室 ・保護具実験

2 階 I 産業安全技術館 I 非レ金ー属ン材実料験室実験・室強屯贋第子2顕実微験鋭室室 ・金屈材料実験室 ・ク

3 階 l 所会長議室室 ・・ 見庶務学課指等・ 部室長室 ・ 図諒疇• 税安特全装殊空四調実験室室・飛・制来御物実墜験落室防止・建実験築甜室淡実験室・建築即

4 階 I 研究部部室 ・安全技術課 I 光弾性実験室 ・人体動作機能実験室 ・計箕機室 ・暗室

5 階 I I システム工験学実室験・油室帯・屯静屯実験気室実験室 ・岩石工学実験室・
土質工学実

6 階 I I 圧RガI応ス用倍実火験実室験室・粉・体国帯慇困第実1験実室験室・沿・国火機慇第構実2険実室験室・高

7 階 I 1 特一性般分実析験実室験•室X線・粉回折じ実ん験爆発室特・娼性実発性験物室質・感ガ度ス実蒸気験爆室発

8 階 I 講堂 1 爆・発防現爆象屯機実験実験室室・火災防止器実験室 ・防じん性能実験室
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清瀬実験場

産業安全研究所清顛実験場

束点都消蔽市梅園 1丁目 4番6号

,1じ話消瀬 (0424)91-4512-3 
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゜
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西武池袋線

至所沢
9 ..  

至池袋

一

戸 戸iii

甜瀬実験場施設一屁

1 機滅実験主 13 危験物貯蔵Jtli
2 女全術実験施設‘ 14 実験ガス紀合＇怪

3 邸所i乍菜観測施，没 15 半地下実験用ビット

4 天井クレーン実験施設 16 化学反応実験＇ぅ団

5 走査型沿子顕微裟至 17 大型密閉爆発実験施設

6 200トン圧縮泌験室 18 防俎尖験用規巫施設

7 土止実験ピッド 19 裔圧示差熱実験1?:.
8 ジプクレーン 20 配管等爆発実験施設， 頌アーチ支保エ実敦池役 21 液体流勁帯＇i且実験施設
l0 単管枠組実験場 22 蒻気圧屎、・.此実険施設

11 軽支保梁実験施設 23 防爆ぶ壊試験玉

12・多目的反力支持構造物 24 変屯＇五

西武麟饂疇下車（池袋より約30分）

暉駅から徒歩 （約20分）

暉諏南口より 西武パス

久米川駅行

全生園行 ｝に乗車（約 5分）束求病l珈 iJ下車
三角山行
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大阪安全技術館

産業安全研究所 大阪産業安全技術館 '̀、.

大阪市東森之宮東之町 458

屯話大阪 (06)942-3868 
•` 

（●地下鉄出入u)
大阪城公！糾
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